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分担研究報告書 

 

AYA支援チームのモデル作成に関する研究 

 

研究分担者 鈴木 達也  国立がん研究センター中央病院 血液腫瘍科外来医長 

 

 

研究要旨： ＡＹＡ世代のがん患者の治療、就学、就労、生殖機能温存等に関する支援の

ため、院内横断的に活動する多職種支援チーム「ＡＹＡ世代支援チーム」への参加を拡充し、

スクリーニングシート「困りごとを見落とさないためのツール」を用いて、ＡＹＡ世代の患

者の困りごとや悩み等を早期に把握して、院内の支援体制につなげる活動を科等の入院 8

病棟、外来部門等に拡充した。また、生殖医療機関との診療連携のために構築した検討の場

を、多施設に展開し、ＡＹＡ世代支援活動への地域モデル構築に向けた取組を進めた。 

                                                            

                                    
Ａ．研究目的 
 国立がん研究センター中央病院は、平成 27
（2015）年度にＡＹＡ世代を支援する多職種診療
チームを発足させ、悩みのスクリーニングや生殖
機能温存に関する支援を行ってきた。 
 平成 30（2018）年 3月に閣議決定された第 3期
がん対策推進基本計画（以下、「基本計画」とい
う。）には、ＡＹＡ世代のがん対策として取り組
むべき施策のなかに、「ＡＹＡ世代の多様なニー
ズに応じた情報提供や、相談支援・就労支援を
実施できる体制の整備」や「治療に伴う生殖機能
等への影響など、世代に応じた問題について、
医療従事者が患者に対して治療前に正確な情報
提供を行い、必要に応じて、適切な生殖医療を
専門とする施設に紹介できるための体制」の構築
等が盛り込まれている。 
 基本計画を踏まえて、院内横断的なＡＹＡ世代
支援チームの体制を充実させるとともに、地域の
医療機関との活動を通じて、地域におけるＡＹＡ
世代支援のネットワーク形成に向けた取組強化
を目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
 昨年度、院内電子カルテに導入した「困りごと
を見落とさないためのツール」の活用によるＡＹ
Ａ世代のがん患者支援の対応を、外来部門等に展
開するとともに、院内横断的な検討会を定期的に
開催し、ＡＹＡ世代支援チームへの多職種の参画、
各病棟や病院内の各部門との連携のあり方、他医
療機関や院外リソースとの連携等、支援チームに
求められる機能や構成について検討を行った。 
 生殖医療の連携のために立ち上げた連携会議
への参加施設の拡充とその効果について検討し、
地域でのＡＹＡ世代支援モデルへの発展を視野
に入れた試行的な取組を進めた。 
 
（倫理面への配慮） 
 該当せず  

 
Ｃ．研究結果 
 各診療科、看護部、薬剤部、栄養管理室、地域
医療連携部、がん相談支援センター等の参画を得
て、ＡＹＡ世代支援チームを立ち上げ、院内横断
的な患者サポートセンターを中心に活動を展開
した。 
 ＡＹＡ世代の困りごとや悩み等のスクリーニ
ングを行うために、電子カルテに搭載したスクリ
ーニングシートを、院内 8 病棟、血液腫瘍科外
来・通院治療センター等の外来部門で活用し、
2019 年 4 月から 2020 年 3 月までに、のべ 926 件
のスクリーニングを行い、ＡＹＡ世代のがん患者
の状況把握をおこなった。 
 スクリーニングシートの情報に応じて、患者サ
ポートセンターの常設プログラムである、同世代
の患者が集まって交流や情報交換を行う「ＡＹＡ
ひろば」、生殖医療連携、就労支援・両立支援等
の活動と連携し、ＡＹＡ世代支援チームの活動
を院内の支援体制につなぐモデルを構築した。 
 がん専門病院と生殖医療施設の円滑な医療連
携モデルとして立ち上げた連携会議への参加施
設を拡充し、専門性や個別性の高い妊孕性温存に
関する知識や意思決定支援の対応に関して、施設
を越えた多職種間での共有に向けた取組につな
がった。 
 
Ｄ．考察 
 罹患する患者数が少なく、疾患の専門性や個別
性の高いＡＹＡ世代の患者支援においては、多
職種による院内専門支援チームによって、院内活
動をリードすることが有用であった。そのために
は、支援チームの知識と経験を蓄積し、共有する
取組や仕組みが重要であると考えられた。 
 また、地域でのＡＹＡ世代支援モデル構築のた
めには、特定の課題やテーマに応じて専門的知識
等を共有できる取組や仕組みが重要であると考
えられた。 
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Ｅ．結論 
 院内のＡＹＡ世代支援チームの活動を通じて、
ＡＹＡ世代がん患者の困りごとや悩み等につい
ての知識や経験を院内で共有、蓄積するとともに、
地域の連携会議への参画施設の拡充を通じて、Ａ
ＹＡ世代がん患者の支援についての知識や経験
を、地域で共有、蓄積する仕組みの構築が重要で
ある。 
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